
11月29日（水）、令和５年度補正予算が成立し、この中で航空連合
が各所に要請してきた政策への具体的対応が図られました。
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予算額具体例項目

4.14億円空港ごとの合同就職説明会の開催、
教育訓練等の取組等の経費補助航空・空港関係事業者の

人材確保・育成等、生産
性向上に資する取組の
推進 2.8億円

空港業務人材の処遇改善、空港におけ
る資機材の共有化、共用休憩室の整備
等に資する経費補助

3.6億円
空港の待合施設、バゲージハンドリン
グシステム、PBB等の施設整備を推進
に係る経費補助

国際線の受入環境高度化
の推進

0.18億円
グランドハンドリングにおける特定
技能制度の活用に関する実態調査や
地方における実証事業

特定技能外国人の受入
促進に向けた取組の推進

また、去る11月17日（金）には「航空整備士育成支援プログラム」
の創設が発表されています。これは、国と日本航空技術協会、ANA・
JALエンジニアリングが連携し、整備士養成の専門学校で学ぶ学生に
対し、学費の一部（最大50万円）を無利子で貸与する奨学金制度です。
航空連合では、交運労協との連携のもと、専門学校の奨学金制度充実に
向けた政策要請をおこなっており、今回の創設はその成果といえます。
航空連合は引き続き、喫緊の課題である人材の確保・育成・定着に

資する政策実現に取り組んでいきます。


